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序論

• MV-22Bオスプレイは、ヘリコプターの垂直離着陸と、固定翼
機の飛行速度や範囲、両方の機能を持ち合わせている。

• 主に飛行機モードで飛行し、ハイスピード、高高度飛行が可能。

• ヘリコプターと比べて、比較的音が静か。

• 海兵隊と同盟国双方にとって有益。

http://www.google.com/imgres?imgurl=http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/f/f5/US_Navy_080220-N-5180F-015_A_Marine_Corps_MV-22_Osprey_prepares_to_land_aboard_the_amphibious_assault_ship_USS_Nassau_(LHA_4).jpg&imgrefurl=http://en.wikipedia.org/wiki/File:US_Navy_080220-N-5180F-015_A_Marine_Corps_MV-22_Osprey_prepares_to_land_aboard_the_amphibious_assault_ship_USS_Nassau_(LHA_4).jpg&usg=__jkwW0UHj5N3QF_ac4KkC3DvkfUE=&h=1688&w=2250&sz=312&hl=en&start=66&sig2=B41esDau7e15YdgeFwmguA&zoom=1&itbs=1&tbnid=AegKrXKQDut2PM:&tbnh=113&tbnw=150&prev=/search?q=MV-22&start=54&hl=en&sa=N&biw=1419&bih=695&gbv=2&ndsp=18&tbm=isch&ei=r9UoTvbGJ-vRmAWloaSnDA


序論

• V-22オスプレイは、アフガニスタンでの戦闘運用中だった2011年
2月に、飛行時間が100,000時間を超えた。

• 強襲輸送、 戦傷者救難活動、人道支援・ 災害救助、 航空機・人
員の戦術的回収作戦などの戦闘機能に優れている。



安全性
• アメリカ海兵隊の過去10年間の戦闘回転翼航空機で、

最も低いクラスＡ事故率。

• 2002年5月～現在：70,000を超える飛行時間。

（MV-22B オスプレイ全飛行時間の97%）– 死亡事故0。

• VIPをサポートする特別任務:

– オバマ大統領がイラクでの大統領選キャンペーンの際搭乗。

– 国会議員、政府機関長官、米軍参謀長らが搭乗。

•



MV-22B オスプレイの機能

最高速度 280 較正対気速度 (約 518Km/h)

最高巡航速度 262 較正対気速度 (約 485Km/h)

戦闘行動半径 輸送人員24人に対し 325 海里

航続距離 7200 ポンド（約 3,266Kg）に対し 700 海里

輸送人員 24 人

乗組員 3 ～ 4 人

貨物 (内部) 20,000 ポンド (約 9,072Kg)

貨物 (外部) 12,500 ポンド (約 5,670Kg)

ローター直径 38 フィート(約 11.6m)

最大高度 24,700 フィート(約 7,529m)

重量 (空の状態) 35,000 ポンド (約 15,876Kg)



飛行モード

飛行機モード

• ハイスピード

• 高高度

• 長距離

• 主な飛行形態は飛行機モード

垂直離着陸

• 垂直離着陸: ヘリコプター
のような機能をもつ。

変換モード

• 垂直離着陸モードから飛行機
モードに変換する。



運用成功例

「不朽の自由作戦」で4回、「イラクの自由作戦」支援で3 回配置される。

ハイチでの人道支援・災害救助

海兵遠征隊部隊 (MEU)に 4 回配置される

リビアで撃墜された
米パイロットの救出



日本におけるMV-22B オスプレイ

• CH-46Eヘリコプター24機を、MV-22Bオスプレイ24機と交換。

• 最初の MV-22B オスプレイ部隊は2012年6月以降に到着。

• 代替施設が完了するまでの間、普天間飛行場から展開。

• MV-22B オスプレイは、CH-46E に比べて比較的音が静か。

• アメリカ海兵隊は、日本での配備・運用に際し、オスプレイの環境
調査を実施している。

• オスプレイの日本配備は、第三海兵遠征軍の能力を高め、日本
の防衛や同盟国としての役割成就に貢献できる。




